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2015年8月発行（季刊）一般社団法人日本縫製機械工業会

　当工業会の第46回定時総会及び第144回理事会（総会
後）が開催され、ご来賓として経済産業省産業機械課　服
部嘉博課長補佐殿にご臨席いただき、すべての議案が原案
どおり承認可決されました。
＜第46回定時総会＞

議題1. 新会員の紹介について
平成27年5月の第143回理事会（書面）で「木下精密工業
株式会社」の入会が承認され、6月1日付で入会されたと
の報告がありました。
議題2. ～議題5. 
平成26年度事業報告・決算報告、平成27年度事業計画・
収支予算は原案どおり承認可決されました。
議題6 役員の選任について
任期満了に伴う役員の選任については原案どおり承認
可決されました。新役員は右表のとおり。

議題7. ～議題10. 
JIAM2016の取り組み、「生産性向上投資促進税制」の
証明書発行及び「地域工場・中小企業等の省エネルギー
設備導入補助金」の証明書発行、ロボット革命イニシア
ティブ協議会、今後のスケジュールについて報告が行わ
れました。

第46回定時総会及び第144回理事会開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第46回定時総会後懇親パーティー開催‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
お知らせ〔新会員（正会員）の紹介〕‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
国際アパレル機器&繊維産業見本市（JIAM 2016 OSAKA）について‥‥‥‥‥‥
ソーイング体験コーナーで家庭用ミシンの利用普及をPR ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第36回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール作品募集中‥‥‥‥‥‥‥
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氏　名 会　社　名
1 中 村　 和 之 JUKI株式会社

2 安 井　 義 博 ブラザー工業株式会社

3 眞 壁　 八 郎 蛇の目ミシン工業株式会社

4 清 水　 盛 明 ペガサスミシン製造株式会社

5 近 藤　 章 吾 ヤマトミシン製造株式会社

6 田 島　 健 二 東海工業ミシン株式会社

7 廣 瀬　 恭 子 株式会社広瀬製作所

8 湯 原　 孝 志 一般社団法人日本縫製機械工業会

9 阿 部　 哲 也 アイシン精機株式会社

10 増 島　 良 介 オルガン針株式会社

11 佐 藤　 銀 治 郎 株式会社佐文工業所

12 岡 本 　 　 浩 株式会社ジャガーインターナショナル
コーポレーション

13 鈴 木　 敬 造 株式会社鈴民精密工業所

14 原 田　　 勉 直本工業株式会社

5 中 根　　 進 株式会社中根製作所

16 錦 織　　 隆 株式会社日進製作所

17 大 塚　 雅 之 株式会社ハシマ

18 原 田　 啓 太 郎 株式会社ハッピージャパン

氏　名 会　社　名 備考
1 渡 辺 　 豊 株式会社東和製作所

2 春 原 　 要 一
（すのはら　よういち） 東日本金網工業協会 新任

〈理事〉

〈監事〉

［2015年（平成27年）6月9日（火）、14：00～、日本工業倶楽部］

第46回定時総会及び第144回理事会開催

（敬称略）

（敬称略）

中村和之 会長
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　第46回定時総会後に懇親パーティーが開催され、総勢
61名の関係者が出席し、盛況に執り行われました。当工
業会の中村会長から、①第46回定時総会で監事の交替
があり、これまでの志村氏から後任として春原氏が選任
され、その他の役員は一部を除いて留任である。②アパレ
ル産業の動向は中国市場が縮小傾向であるが、東南アジ
ア・南アジア市場の生産は堅調であり、このような状況を
踏まえ今以上に努力しなければならない。③中心となる事
業の一つは来年4月に大阪で開催するJIAM2016で、近藤
JIAM2016実行委員長の下で出展勧誘・来場動員活動に
取り組んでおり、引き続き関係者のご支援、ご協力をお願
いしたい。二つ目は家庭用ミシンを使ったモノづくりの普
及促進で、次世代を担う若い世代に家庭用ミシンを使った
モノづくりの喜び、ソーイングの楽しさを体験していただく

とともに、アパレルファッション
繊維産業を担う人材育成に貢献
していきたい。④当工業会の一
般財政は、事務局経費の削減に
より収支バランスを改善させるこ
とができた。⑤嬉しいニュースと
して6月に「木下精密工業㈱様」
が正会員として入会した、と挨拶
がありました。
　その後、ご来賓の経済産業省
製造産業局産業機械課長　佐
脇紀代志殿から、①新たな市場
としてのアジア・アフリカ地域の
開拓や、産業界全体の成長力

向上へつながる技術開
発等については行政とし
て支援していきたい。②
JIAM2016の成功に向け
て協力していきたいとの
ご挨拶がありました。
　挨拶の後、当工業会の
近藤副会長の乾杯発声
の後、歓談し中締めを廣
瀬副会長が行い、盛況の
うちに終了しました。

〈第144回理事会〉
議題１.  会長、副会長、専務理事の選任について  
会長、副会長、専務理事等の選任は右表のとおり
承認可決されました。

議題2.  生産性向上投資促進税制に関する証明書
発行手数料の改定について

生産性向上投資促進税制に関する証明書発行手
数料は、本年8月1日受付分から改定することが承
認可決されました。
※本年度は部会・委員会及びWGの任期満了に伴

う委員改選が行われ、新たな体制で活動するこ
ととなりました。新委員の方はよろしくお願いいた
します。

役職名 氏　名 会　社　名
会長・代表理事 中 村 　 和 之 JUKI株式会社
副 会 長 安 井　 義 博 ブラザー工業株式会社
副 会 長 眞 壁　 八 郎 蛇の目ミシン工業株式会社
副 会 長 清 水　 盛 明 ペガサスミシン製造株式会社
副 会 長 近 藤　 章 吾 ヤマトミシン製造株式会社
副 会 長 田 島　 健 二 東海工業ミシン株式会社
副 会 長 廣 瀬　 恭 子 株式会社広瀬製作所
専 務 理 事 湯 原　 孝 志 一般社団法人日本縫製機械工業会

役職名 氏　名 会　社　名
顧 　 問 山 岡 　 建 夫 JUKI株式会社
顧 問 中 根 　 　 博 株式会社中根製作所
顧 問 美 馬 　 大 道 ペガサスミシン製造株式会社
参 与 榎 本 　 　 陞 ―

〈会長、副会長、専務理事〉

〈顧問・参与〉

（敬称略）

（敬称略）

第46回定時総会後懇親パーティー開催

佐脇課長
（経済産業省）

近藤副会長
（乾杯）

廣瀬副会長
（中締め）
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■テーマ：革新的ソリューションと高度加工技術-
　　Innovative Solutions & Advanced Processing Technology

■会　期：2016年4月6日（水）～9日（土）<4日間> 10：00～17：00
　　　　　 （但し、最終日は16：00まで）

■会　場：インテックス大阪　2・3・4・5号館

■出展小間料金（詳細は下記URLを参照下さい。）
　http://www.jiam-show.com/exhibitors/guidelines.html

■展示特別支援
●募集期間：2015年10月30日（金）まで
●審　　査：開催テーマに沿った革新的な自社新製品・技術・サービスの実演・展示やデモンストレーション等を出展する

場合、当工業会の基準に基づき審査し、採用された場合は無償小間を提供します。
●新規出展の場合、継続出展者が増小間した場合は申込小間数に応じて無償小間が提供されます。
　（詳細は下記URLを参照下さい。）

　　http://www.jiam-show.com/common/
　　　　　images/downloads/application.pdf

■Texprocess 2015でのJIAM2016記者発表会
　2015年5月4日（月）から7日（木）まで、ドイツ・フラン
クフルトで「Texprocess 2015」が開催され、会期
中の5日（火）10時30分よりフランクフルト国際見本
市会場内でJIAM2016記者発表会を行い、近藤
JIAM2016実行委員長、湯原専務理事他が出席し、
JIAM2016の概要、出展・来場誘致の説明を行い、
活発な質疑応答が行われました。プレス出席者は内
外含め17名でした。

　当工業会が主催する国際アパレル機器&繊維産業見本市（JIAM 
2016 OSAKA）は会期まで8ヶ月を切り、現在多くの出展申込が来て
います。お早めにお申込下さい。

　　　一般社団法人日本縫製機械工業会　　TEL：03-6435-8190　FAX：03-6435-8192
　　　Eメール：info@jasma.or.jp 　URL：http://jiam-show.com/

　2015年（平成27年）6月1日付で下記の企業が入会されました。

お知らせ〔新会員（正会員）の紹介〕

木下精密工業株式会社　　代表取締役　　木下　治彦
　本社　　　愛知県名古屋市北区丸新町201　　
　資本金　　 3,800万円　
　従業員数 　70名
　取扱製品　工業用ミシン部品、航空機部品、工作機械部品、一般産業機械部品　等

問い合わせ等は下記までご連絡下さい。
Texprocess 2015でのJIAM2016記者発表会

― 出展申込期限は本年10月30日（金）までです ―

国際アパレル機器&繊維産業見本市（JIAM 2016 OSAKA）について
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編　集　後　記

本JASMA会報は、発行後、当工業会ホームページに掲載しております。

JIAM 2016 OSAKAの開催まで8 ヶ月を切りました。
今回のテーマは「革新的ソリューションと高度加工技
術」です。ドイツのインダストリー 4.0が話題になってい
ますが、ものづくりの現場では、猛スピードで自動化、
省力化ニーズの波が押し寄せています。この大きな変
化にしっかり対応できるよう、イノベーティブでハイレ
ベルな提案力を磨き、JIAM 2016 OSAKAでは、日
本企業の底力を示していければと思います。　　　　

　（S.M）
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一般社団法人日本縫製機械工業会
発行責任者：湯原　孝志
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東京都港区新橋5-25-3　第2一松ビル2階　
TEL. 03-6435-8190　FAX. 03-6435-8192

Eメール　info@jasma.or.jp
URL  http://jasma.or.jp

1.応募部門
　（1）小学生の部（5・6年生）

作品の種類による部門は設けません。中学生、高校生の
全ての作品部門を含みます。

　（2）中学生の部及び高校生の部
①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門　　
③リメイク・デコ作品部門
④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

2.応募作品：作品は、ミシンを活用して製作したもので、自作で未
発表のものとします。当工業会ホームページの応募要領をご覧
下さい。

3.賞と副賞
　（1）作品賞
　　①最優秀賞　②アイデア賞　③優秀賞　④佳作賞　
　　⑤努力賞　　⑥特別賞
　（2）学校賞　ホームソーイング振興最優秀校賞
　※経済産業大臣賞、文部科学大臣賞の授与を予定して

います。
4.締　切

2015年（平成27年）10月30日（金）
5.応募先・お問い合わせ先

一般社団法人日本縫製機械工業会　
「第36回作品コンクール」係

第36回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール作品募集中
　全国の小・中・高校生を対象とした「第36回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール」の作品募集が始まり
ました。詳細については当工業会ホームページをご覧下さい。

　ホームソーイングの普及促進を図り、家庭用ミシンに親しむ
ことができる場を提供することを目的に、毎年恒例になってい
る2015日本ホビーショーにJASMAブースを出展しました。会
期は2015年（平成27年）4月23日（木）から25日（土）まで、東
京国際展示場（東京ビッグサイト）で開催されました。
　今年の来場者は昨年を上回る129 , 2 39人（前年比
103.4%）で大盛況の中で開催さ
れました。
　JASMAブースでは、第35回
ホームソーイング小・中・高校生
作品コンクールの優秀作品（35
点）を展示するとともに、第35
回作品コンクール表彰式の様子
をビデオで紹介しました。更に、

― 2015日本ホビーショーへの出展 ―

ソーイング体験コーナーで家庭用ミシンの利用普及をPR

ソーイング体験コーナーでは、家庭用ミシンメーカー6社に
よる「ランチョンミニバッグ」の製作体験を行い、3日間で
369名が参加しました。特に3日目は土曜日ということもあ
り、親子連れや学生の姿が多く見られ、子どもからお年寄
りまで幅広い年代の方々に楽しんでいただきました。


